
【社会・援護局地域福祉課生活困窮者自立支援室関係】





１．「地域共生社会」の実現に向けた包括的支援体制の整

備のための「重層的支援体制整備事業」の創設につい

て

（１）包括的支援体制の整備に向けた検討について

厚生労働省では、制度・分野の枠や、「支える側」「支えられる側」

という従来の関係を超えて、人と人、人と社会がつながり、一人ひ

とりが生きがいや役割を持ち、助け合いながら暮らしていくことの

できる、包摂的なコミュニティ、地域や社会を創っていく、「地域

共生社会」の実現に向けた取組を推進している。

具体的には、地域包括ケアシステムの強化のための介護保険法等

の一部を改正する法律（平成 29 年法律第 52 号。以下「改正法」と
いう。）による社会福祉法（昭和 26 年法律第 45 号）の一部改正に
より、包括的な支援体制を整備することが市町村の努力義務とされ

たところであり（平成 30 年４月１日施行）、市町村においては、地
域共生社会の実現に向けた包括的支援体制構築事業（以下「モデル

事業」という。）も活用しながら、包括的な支援体制の整備を進め

てきている。

また、令和元年５月から 12 月にかけて、有識者による「地域共
生社会に向けた包括的支援と多様な参加・協働の推進に関する検討

会」（地域共生社会推進検討会）を開催し、12 月 26 日に最終とりま
とめがなされた（※）。

最終とりまとめでは、地域住民の複合化・複雑化した支援ニーズ

に対応する市町村における包括的な支援体制の構築を推進するため

に、以下の３つの支援を内容とする新たな事業の創設を行うべきで

あるとされた。

①断らない相談支援…本人・世帯の属性にかかわらず受け止める

相談支援

②参加支援…本人・世帯の状態に合わせ、地域資源を活かしなが

ら、就労支援、居住支援などを提供することで社会とのつなが

りを回復する支援

③地域づくりに向けた支援…地域社会からの孤立を防ぐととも

に、地域における多世代の交流や多様な活躍の機会と役割を生

み出す支援

また、新たな事業の創設に当たり、以下のような留意点が示され

ている。

・新たな事業の意義の一つは、地域住民や関係機関等と議論を行

い、考え方等を共有するプロセス自体にあることから、新たな
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事業は実施を希望する市町村の手挙げに基づき、段階的に実施

すべきである。

・新たな事業を実施するに当たっては、既存の取組や機関等を活

かしながら進めていくが、地域ごとに住民のニーズや資源の状

況等が異なることから、圏域の設定や会議体の設置等は、市町

村が裁量を発揮しやすい仕組みとする必要がある。

・国の財政支援については、市町村が柔軟に包括的な支援体制を

構築することを可能とするために、一本の補助要綱に基づく申

請などにより、制度別に設けられた財政支援の一体的な実施を

促進する必要がある。

※地域共生社会推進検討会の最終とりまとめ

https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000213332_00020.html

（２）今後の取組

最終とりまとめを踏まえ、本年の通常国会に、新事業として「重

層的支援体制整備事業」を創設することを柱とする社会福祉法等の

改正法案（令和３年度施行）を提出することを検討している。また、

令和２年度のモデル事業は、実施箇所数を令和元年度の 200から 250
に増やすとともに、新事業により近い形で実施できるよう、従来か

ら行ってきた「地域力強化推進事業」や「多機関の協働による包括

的支援体制構築事業」に加え、新たに「地域づくりに向けた支援」、

「参加支援」等の内容を追加している。

各自治体におかれては、モデル事業を活用し、新たな制度への移

行に向けた積極的な取組をお願いしたい。特に、令和元年度以前か

らモデル事業を実施している自治体については、新たに追加する「地

域づくりに向けた支援」と「参加支援」も併せて実施いただくなど、

積極的な事業の実施をお願いしたい。

また、重層的支援体制整備事業では、高齢、障害、子ども、生活

困窮の制度ごとに分かれている相談支援などの関連事業について、

財政支援を一体的に実施していくこととなる。改正法案が成立すれ

ば、重層的支援体制整備事業の実施に向けて、各自治体の実施意向

の確認などを行うことを検討しているので、ご留意いただきたい。
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新
た
な
事
業
に
つ
い
て
（
イ
メ
ー
ジ
）

○
新
た
な
事
業
を
行
う
市
町
村
は
、
地
域
住
民
や
関
係
機
関
等
と
議
論
し
な
が
ら
、
管
轄
域
内
全
体
で
断
ら
な
い
包
括
的
な
支
援
体
制
を
整
備
す
る
方
策
を
検
討
す
る
。

○
市
町
村
に
よ
る
相
談
支
援
の
機
能
に
繋
が
っ
た
本
人
・世
帯
に
つ
い
て
、
複
雑
・
複
合
的
な
課
題
が
存
在
し
て
い
る
場
合
に
は
、
新
た
に
整
備
す
る
多
機
関
協
働
の
中
核
の
機
能
が

複
数
支
援
者
間
を
調
整
す
る
と
と
も
に
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
構
築
す
る
参
加
支
援
へ
の
つ
な
ぎ
を
行
う
。

○
ま
た
、
支
援
ニ
ー
ズ
が
明
ら
か
で
な
い
本
人
・
世
帯
に
つ
い
て
は
、
相
談
支
援
の
機
能
に
位
置
づ
け
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に
よ
る
支
援
な
ど
継
続
的
に
つ
な
が
り
続
け
る
伴
走
の
機
能
に

よ
り
、
関
係
性
を
保
つ
。

○
こ
れ
ら
の
機
能
を
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
整
備
し
つ
つ
、
市
町
村
全
体
で
チ
ー
ム
に
よ
る
支
援
を
進
め
、
断
ら
な
い
相
談
支
援
体
制
を
構
築
し
て
い
く
。

○
ま
た
、
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に
お
い
て
、
誰
も
が
多
様
な
経
路
で
つ
な
が
り
、
参
加
す
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
を
広
げ
る
。

じ
え
ん

多
機
関
協
働
の
中
核
の
機
能

若
年
者

支
援

若
年
者

支
援

教
育

教
育

保
健
・
医
療

保
健
・
医
療

就
労
支
援

就
労
支
援

狭
間
の
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
す
る
参
加
支
援
を
強
化

相
談
支
援
関
係
者
へ

連
携
・
つ
な
ぎ

②
参
加
支
援
（
つ
な
が
り
や
参
加
の
支
援
）

消
費
者
相
談

消
費
者
相
談

③
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
支
援

①
相
談
支
援
（
市
町
村
に
よ
る
断
ら
な
い
相
談
支
援
体
制
）

地
域
づ
く
り
を
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
す
る
機
能

場
や
居
場
所
の
機
能

日
常
の
暮
ら
し
の
中
で
の
支
え
合
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

（
サ
ー
ク
ル
活
動
等
）

居
場
所
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な

居
場
所
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な

場
づ
く
り

多
分
野
協
働
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

農
業

観
光

ま
ち
づ
く
り

環
境

居
住
支
援

居
住
支
援

地
域
住
民

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に
よ
る

支
援
な
ど
継
続
的
な

伴
走
支
援
の
機
能

居
場
所

地
方
創
生

新

新

事
業
全
体

調
整 調
整

新

多
文
化

共
生

相
談
支
援
機
関
B

相
談
支
援
機
関
C

相
談
支
援
機
関
A
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住 民 に 身 近 な 圏 域 市 町 村 域 等

ま
ち
お
こ
し
、
産
業
、

農
林
水
産
、
土
木
、

防
犯
・
防
災
、
環
境
、

社
会
教
育
、
交
通
、

都
市
計
画

地
域
に
お
け
る
他
分
野

「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
に
向
け
た
地
域
づ
く
り
の
強
化
の
た
め
の
取
組
の
推
進

（
１
）
地
域
の
様
々
な
相
談
の
受
け
止
め
・
地
域
づ
く
り

◆
地
域
の
様
々
な
相
談
を
包
括
的
に
受
け
止
め
る
場
の
確
保

○
地
域
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
地
区
社
協
、
市
区
町
村
社
協
の
地
区
担
当
、

N
P
O法
人
等

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
相
談
支
援
事
業
所
、
地
域
子
育
て
支
援
拠

点
、
利
用
者
支
援
事
業
等

相
談
支
援
包
括
化
推
進
員

（
２
）
多
機
関
の
協
働
に
よ
る
包
括
的
支
援
・
参
加
支
援

◆
多
機
関
の
協
働
に
よ
る
包
括
的
支
援

○
複
合
化
・
複
雑
化
し
た
課
題
等
に
寄
り
添
い
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
各

制
度
ご
と
の
相
談
支
援
機
関
の
総
合
的
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
等
を
行
う
相
談

支
援
包
括
化
推
進
員
を
配
置
し
、
チ
ー
ム
と
し
て
包
括
的
・
総
合
的
な
相
談

体
制
を
構
築

（
３
）
包
括
的
支
援
体
制
へ
の
移
行
に
係
る
調
査
事
業

・
包
括
的
支
援
体
制
へ
の
移
行
に
向
け
た
各
市
町
村
の
状
況
に
適
し
た
体
制
構
築
の
検
討

・
相
談
の
受
け
止
め

・
個
別
の
活
動
や
人
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
・
地
域
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
づ
く
り

新
た
な
社
会
資
源
の
創
出

地
域
に
不
足
す
る
資
源
の
検
討

＋

断
ら
な
い
相
談
(地
域
の
様
々
な
相
談
を
包
括
的
に
受
け
止
め
る
場
の
確
保
・
多
機
関
の
協
働
に
よ
る
包
括
的
支
援
)
、
参
加
支
援
、
地
域
づ
く
り
の
３
つ
の
機
能
を
一
体
的
に
実
施

◆
地
域
づ
く
り
（
個
別
分
野
の
地
域
づ
く
り
関
連
の
事
業
と
連
携
し
実
施
）

※
自
治
体
内
の
関
係
部
局
や
現
行
の
事
業
受
託
団
体
間
で
の
協
議
・
調
整
を
行
い
、

新
た
な
事
業
計
画
を
立
て
た
上
で
事
業
を
試
行
す
る
と
い
っ
た
立
ち
上
げ
的
事
業

（
取
組
例
）
地
域
の
多
様
な
関
係
者
に
よ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
形
成
・
運
営

◆
参
加
支
援

○
相
談
の
中
で
明
ら
か
と
な
っ
た
既
存
の
支
援
制
度
で
は
カ
バ
ー
さ
れ
な
い
ニ
ー
ズ
に
対
し
、

就
労
支
援
、
居
住
支
援
等
を
実
施

（
取
組
例
）
生
活
困
窮
者
の
就
労
体
験
に
、
経
済
的
な
困
窮
状
態
に
な
い
世
帯
の
ひ
き
こ
も

り
状
態
に
あ
る
者
を
受
け
入
れ
る
取
り
組
み

地
区
社
協

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
子
ど
も
会

企
業
、
商
店

ご
近
所
、
自
治
会

民
生
委
員
・
児
童
委
員

社
会
福
祉
法
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

地
域
の
多
様
な
関
係
者
に
よ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

実
施
主
体
：
市
町
村
（
20

0→
25

0か
所
）

補
助
率
：
３
／
４

令
和
２
年
度
予
算
案
：
3
9
億
円

（
令
和
元
年
度
予
算
額
：
2
8
億
円
）

新新
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